
重
複
移
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

四
〇

重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

蜂
　
　
矢

真
　
　
郷

　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
畳
語
に
１
っ
い
て
考
察
し
て
き
た
前
稿
Ｈ
「
語
の
文
法
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

構
成
　
　
畳
語
に
つ
い
て
　
　
」
・
ｏ
「
移
状
言
の
重
複
の
一
形
態
」
・
臼
「
一

　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

部
重
複
と
縮
重
複
」
・
四
「
重
複
彩
容
詞
の
構
成
」
お
よ
び
近
稿
Ｈ
「
重
複
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

状
言
・
重
複
接
尾
彩
状
一
言
」
・
Ｏ
「
動
詞
の
重
複
と
ツ
ツ
」
を
承
げ
て
、
前
稿

働
に
述
べ
た
重
複
砂
容
詞
に
関
連
し
つ
つ
、
そ
れ
と
と
も
に
重
複
彩
容
動
詞
に

っ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
稿
陶
に
お
い
て
、
重
複
し
て
シ
を
伴
い
形
容
詞
を
構
成
し
た
も
の
を
重
複

彩
容
詞
と
呼
ん
だ
。
同
様
に
、
重
複
し
て
ナ
リ
を
伴
い
彩
容
動
詞
を
構
成
し
た

も
の
を
重
複
彩
容
動
詞
と
乎
ぶ
こ
と
と
す
る
。
尤
も
、
右
に
ナ
リ
を
伴
い
云
六

と
述
べ
た
が
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
ナ
リ
は
二
十
ア
リ
が
縮
約
し
た
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
、
よ
り
厳
密
に
は
、
重
複
し
て
二
を
伴
い
多
く
情
態
副
詞
に

あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
ア
リ
を
伴
っ
て
彬
容
動
詞
を
構
成
し
た
も
の
と
い
う
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
右
の
ナ
リ
活
用
の
も
の
に
対
し
て
、
重
複
し
て
タ
リ
を
伴
い
形
容
動
詞
を
構

成
し
た
と
こ
ろ
の
タ
リ
活
用
の
も
の
も
や
は
り
重
複
移
容
動
詞
に
含
ま
れ
る
。

げ
れ
ど
も
、
タ
リ
活
用
の
彩
容
動
詞
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
漢
語
の
も
の
で
あ
り
、

和
語
の
も
の
は

　
　
カ
ソ
〈
タ
リ
（
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
承
徳
三
年
頃
点
・
類
聚

　
　
名
義
抄
観
智
院
本
）
　
マ
チ
〈
タ
リ
（
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年

　
　
点
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
た
い
。
今
は
、
和
語
の
も
の
の
構
成
に
１
っ
い
て
考
え

よ
う
と
す
る
の
で
、
タ
リ
活
用
の
重
複
蓉
動
詞
は
、
和
語
の
例
、
ヵ
ツ
く

タ
リ
・
マ
チ
〈
タ
リ
が
あ
り
は
す
る
が
、
以
下
の
考
察
の
主
な
対
象
と
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
ナ
リ
活
用
の
そ
れ
に
っ
い
て
も
、
漢
語
の
も
の
は
基
本
的
に



考
察
の
対
象
か
ら
除
く
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
、
近
稿
Ｈ
に
お
い
て
重
複
形
容
動
詞
に
ふ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
重
複
素

が
彫
状
言
で
あ
る
も
の
に
問
接
的
に
ふ
れ
た
だ
げ
で
あ
っ
た
が
、
以
下
に
見
る

よ
う
に
そ
の
重
複
素
は
形
状
言
の
も
の
の
他
に
名
詞
や
動
詞
（
連
用
彩
）
の
も

の
が
あ
る
。
前
稿
陶
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
ふ
れ
得
な
か
っ
た
が
、
重
複
形
容

詞
の
重
複
素
も
形
状
言
・
名
詞
・
動
詞
（
連
用
形
）
な
ど
の
も
の
が
あ
り
、
こ

の
点
で
重
複
形
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞
と
の
共
通
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

　
ま
ず
、
重
複
形
容
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
れ
に
１
当
た
っ
て
、
重
複
彩
容
詞
と
の
比
較
の
便
を
考
慮
し
て
、
前
稿
陶
に
１

お
い
て
重
複
彩
容
詞
の
例
を
挙
げ
た
際
に

　
　
の
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
が
見
出
し
語
と
す
る
も
の
。

　
　
○
源
氏
物
語
に
用
例
の
あ
る
も
の
。

　
　
い
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
に
例
の
あ
る
も
の
。

を
す
べ
て
採
る
と
い
う
基
準
を
設
け
た
の
に
な
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
し
か

し
な
が
ら
、
右
の
ｏ
い
は
よ
い
と
し
て
、
の
に
っ
い
て
は
『
時
代
別
国
語
大
辞

典
上
代
編
』
は
彩
容
動
詞
を
見
出
し
語
と
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
の
を
そ
の

ま
ま
重
複
彩
容
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
の
に
も
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、

　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

　
　
萬
葉
集
・
古
事
記
（
仮
名
書
き
部
分
）
・
目
本
書
紀
（
同
）
・
風
土
記
（
同
）
・

　
　
続
目
本
紀
宣
命
・
祝
詞
に
用
例
の
あ
る
も
の
。

を
新
た
に
い
と
し
て
、
い
岬
い
の
範
囲
か
ら
重
複
形
容
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
後
に
重
複
形
容
詞
に
－
っ
い
て
述
べ
る
際
に
も
、
前
稿
働
を

修
正
し
て
い
ｏ
い
の
範
囲
か
ら
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
重
複
彩
容
動
詞
の
例
を
、
重
複
素
別
に
、
ｏ
ｏ
形
状
言
の
重
複
、
の
名

詞
の
重
複
、
ｃ
幻
動
詞
（
連
用
彩
）
の
重
複
、
の
よ
う
に
分
類
し
て
挙
げ
る
（
い

・
口
・
ハ
の
注
記
は
右
の
い
ｏ
バ
の
い
ず
れ
の
範
囲
か
ら
採
っ
た
か
を
示
す
も

　
　
　
＠

の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
○
ｏ
彩
状
言
の
重
複
タ
ニ
リ
カ
マ
く
ナ
リ
ウ
ツ
・
ナ
リ
シ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
〈
ナ
リ
ヨ
ソ
〈
ナ
リ
一
装
々
一
コ
ト
ぐ
ナ
リ
一
異
己
オ
ホ

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
・
ナ
リ
言
く
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
似
名
詞
の
重
複
ナ
カ
〈
ナ
リ
ク
サ
ぐ
ナ
リ
ソ
バ
く
ナ
リ

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
サ
マ
ー
ぐ
ナ
リ
　
カ
ズ
〈
ナ
リ
　
コ
コ
ロ
ー
ぐ
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
ｃ
幻
動
詞
（
連
用
彩
）
の
重
複
　
ナ
ミ
〈
ナ
リ
　
ト
リ
〈
＼
ナ
リ
　
ヤ
セ

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ

　
　
　
く
カ
レ
ぐ
ナ
リ
一
枯
々
一
ツ
レ
ぐ
ナ
リ

　
な
お
、
…
Ｈ
の
オ
ホ
・
ナ
リ
は
、

　
　
欝
一
略
）
ヨ
ホ
、
ナ
リ
（
略
）
（
仏
下
本
二
一
七
〔
６
５
オ
〕
）

と
あ
る
が
、
正
宗
敦
夫
氏
編
「
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
」
に
「
オ
ホ
・
ナ
リ
に

て
は
な
く
や
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
オ
ホ
・
ナ
リ
の
例
と
見
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

　
右
は
、
重
複
し
て
ナ
リ
を
伴
っ
た
も
の
に
限
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ニ
ア
リ
が

縮
約
し
て
い
な
い
も
の
を
、
二
と
ア
リ
と
の
間
に
助
詞
が
介
在
し
て
い
る
も
の

を
含
め
て
、
改
め
て
い
ｏ
い
の
範
囲
か
ら
挙
げ
る
と
、
右
に
挙
げ
た
も
の
に
包

摂
さ
れ
る
も
の
の
他
に
、

　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
は
　
　
ゆ

　
　
Ｃ
Ｄ
シ
，
・
ニ
ア
リ
　
…
山
は
し
も
く
之
自
亦
安
礼
等
毛
Ｖ
川
は
し
も
多
に
行

　
　
　
げ
ど
も
…
（
萬
四
〇
〇
〇
）

　
　
　
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

　
　
ｃ
ヵ
シ
ノ
ピ
く
一
ア
リ
御
文
は
忍
び
く
に
あ
り
げ
り
一
真
木
柱
一

の
例
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
も
重
複
形
容
動
詞
の
例
に

合
め
て
扱
う
。

　
こ
れ
で
は
例
が
少
匁
い
の
で
、
参
考
と
し
て
、
い
ｏ
い
に
限
ら
ず
上
代
・
中

古
の
範
囲
か
ら
さ
ら
に
例
を
拾
う
と
、

　
　
０
Ｄ
ホ
ト
く
ナ
リ
一
雄
略
紀
八
年
前
田
本
・
同
図
書
寮
本
一

　
　
９
ナ
ぐ
ナ
リ
一
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
一
ヨ
ソ
く
ナ

　
　
　
リ
〔
余
所
々
々
〕
（
夜
の
寝
覚
）

　
　
ｃ
ヵ
チ
リ
ぐ
ナ
リ
一
大
鏡
一

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
依
然
と
し
て
例
は
多
く
た
い
。
た
お
、
以
下
、

こ
れ
ら
参
考
と
し
て
挙
げ
た
も
の
に
っ
い
て
は
括
弧
を
付
し
て
示
す
こ
と
に
す

る
。　

以
上
の
例
に
っ
い
て
見
る
と
、
全
体
と
し
て
例
が
多
く
な
い
の
で
必
ず
し
も

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
０
Ｄ
彬
状
言
の
重
複
の
も
の
が
最
も
多
く
、
以
下
、
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

詞
の
重
複
、
岬
動
詞
（
連
用
移
）
の
重
複
、
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
重
複
素
の
末
音
節
に
つ
い
て
は
、
０
Ｄ
彩
状
言
の
重
複
の
も
の
は
基
本
的
に
ア

・
ウ
・
オ
列
の
も
の
で
そ
の
他
に
イ
列
の
も
の
が
１
例
あ
り
、
の
名
詞
の
重
複

の
も
の
は
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
ぱ
か
り
で
あ
り
、
ゆ
動
詞
（
連
用
捗
）
の
重

複
の
も
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
イ
・
エ
列
の
も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
。
の
名
詞

の
重
複
の
も
の
に
イ
・
エ
列
の
も
の
が
見
ら
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ

る
が
（
前
稿
い
参
照
）
、
そ
の
例
は
見
当
た
ら
た
い
。
こ
の
こ
と
が
偶
然
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
例
が
多
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
明
ら

か
に
た
ら
な
い
。

　
重
複
素
の
音
節
数
に
つ
い
て
は
、
二
音
節
の
も
の
が
多
い
。
０
Ｄ
ウ
ツ
・
ナ
リ

・
オ
ホ
・
ナ
リ
は
、
重
複
素
が
二
音
節
で
、
前
稿
嘗
に
述
べ
た
縮
重
複
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
２
例
は
い
ず
れ
も
形
状
言
の
重
複
の
も
の
で
あ
る
が
、
縮
重
複

・
一
部
重
複
が
基
本
的
に
彩
状
言
の
重
複
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
前
稿
嘗
に
述
べ

た
。
他
に
、
一
音
節
の
も
の
と
し
て
ｃ
Ｄ
タ
、
・
ナ
リ
・
シ
、
・
ニ
ア
リ
、
三
音
節
の

も
の
と
し
て
働
コ
ニ
ぐ
ナ
リ
、
ｃ
カ
シ
ノ
ピ
く
一
ア
リ
が
あ
る
。

　
以
上
、
こ
の
節
で
は
重
複
移
容
動
詞
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

三

　
重
複
移
容
詞
の
例
は
既
に
前
稿
回
に
示
し
た
が
、
前
稿
的
を
修
正
し
て
重
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彬
容
動
詞
と
同
様
に
い
＠
バ
の
範
囲
か
ら
例
を
挙
げ
、
改
め
て
重
複
素
別
に
分



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

類
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
口

　
　
○
Ｄ
摸
言
の
重
複
ナ
ガ
〈
シ
一
ガ
〈
シ
ワ
カ
く
シ
ス
ガ

　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ

　
　
　
＜
シ
ソ
ガ
〈
シ
ヒ
ガ
く
シ
ア
ダ
〈
シ
ク
ダ
〈
ツ

　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
ア
一
く
シ
一
一
ぐ
シ
セ
一
く
シ
セ
バ
〈
シ
カ
一

　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
（
口
）
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ
ハ

　
　
　
〈
シ
イ
マ
く
シ
ア
ラ
く
シ
ム
ラ
〈
ツ
キ
ラ
〈
シ

　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
シ
ラ
ぐ
シ
ワ
・
シ
サ
ウ
ぐ
シ
サ
ク
〈
シ
ス
ク
〈
シ

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
ム
ク
く
ツ
タ
ヅ
〈
シ
ヤ
ソ
く
シ
イ
ツ
・
シ
ヤ
ム
〈

　
　
　
　
　
い
ロ
ハ
ロ
ハ
　
い
ロ
　
ロ

　
　
　
シ
　
ュ
・
シ
　
カ
ル
人
‘
＼
シ
　
コ
“
シ
　
タ
ド
〈
シ
　
ウ
ト
〈
シ

　
　
　
（
い
）
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
ホ
ト
く
シ
ホ
ノ
ぐ
シ
ナ
ホ
く
シ
オ
ボ
〈
シ
オ
ホ
・

　
　
　
　
　
い
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ

　
　
　
シ
ト
ホ
く
シ
オ
モ
〈
シ
カ
ロ
ぐ
シ
オ
ド
ロ
く
シ

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
タ
イ
ぐ
シ
タ
ギ
く
シ
ウ
ヒ
く
シ
サ
ヰ
〈
シ
ク
ネ

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
〈
シ
　
マ
メ
く
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
の
名
詞
の
重
複
　
ハ
カ
〈
＼
シ
　
ヲ
サ
〈
シ
　
オ
ト
ナ
〈
シ
　
シ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
’

　
　
　
ぐ
シ
ソ
バ
く
シ
キ
一
ぐ
シ
ク
一
く
シ
ウ
ヤ
く
シ

　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
ヰ
ヤ
く
シ
カ
ウ
ぐ
シ
ヤ
ウ
く
シ
一
一
シ
カ
ド
〈
シ

　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ
　
　
　
　
ロ

　
　
　
一
ト
ぐ
シ
一
事
々
一
ヒ
ト
ぐ
シ
モ
ノ
く
シ
ヲ
・
シ
ョ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
く
シ
ミ
チ
く
シ
カ
ヒ
ぐ
シ
ナ
サ
ケ
く
シ
オ
ホ
ヤ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
〈
シ
ク
セ
ぐ
シ
ム
ネ
く
シ
ヒ
ネ
〈
シ
メ
・
シ
一

　
　
　
ユ
く
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
に
幻
動
詞
一
連
墨
一
の
重
複
ス
キ
ぐ
シ
ツ
キ
ぐ
シ
カ
ケ
く

　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
シ
　
ホ
ケ
〈
シ
　
ハ
ニ
入
ビ
＼
シ
　
ナ
レ
〈
シ
　
ハ
レ
人
＼
ツ
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
レ
く
シ
ホ
レ
ぐ
シ
シ
レ
ぐ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
　
イ
ト
“
シ
　
ウ
ベ
〈
シ

　
こ
の
他
に
、
○
ｏ
～
↑
ｏ
の
い
ず
れ
、
も
し
く
は
そ
れ
以
外
、
に
分
類
さ
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

未
詳
の
も
の
と
し
て
ユ
ヒ
〈
ツ
が
あ
る
。

　
た
お
、
…
ｗ
の
ヤ
ム
〈
シ
は
、

　
　
験
（
略
）
ヵ
タ
ク
ナ
ム
ヤ
、
ム
シ
（
略
）
（
僧
中
九
九
〔
５
ー
オ
〕
）

と
あ
る
が
、
「
験
（
路
）
加
太
久
奈
又
也
牟
く
く
志
」
（
新
撰
字
鏡
享
和
本
）
に
よ
っ

て
ヤ
ム
く
シ
の
誤
り
と
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
轟
吉
男

氏
の
研
究
発
表
「
中
古
に
お
げ
る
語
幹
重
複
型
の
形
容
詞
に
つ
い
て
」
（
Ｈ
鵠
Ｈ
・

閉
も
ト
国
語
学
会
）
の
当
目
配
布
の
「
資
料
」
を
参
照
し
た
。

　
ま
た
、
因
み
に
、
音
便
の
も
の
で
前
稿
的
に
ふ
れ
た
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

付
言
し
て
お
く
と
、
の
の
ヵ
ウ
ぐ
シ
・
ヤ
ウ
〈
シ
は
そ
毫
れ
ヵ
ミ
ぐ

シ
一
神
六
一
・
ヤ
ミ
く
シ
一
闇
々
一
の
ウ
音
便
と
見
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
重
複
形
容
動
詞
と
同
様
に
、
参
考
と
し
て
、
い
ｏ
バ
に
限
ら
ず
上
代

・
中
古
の
範
囲
か
ら
さ
ら
に
例
を
拾
う
と
次
の
よ
う
で
あ
る
（
＊
印
を
付
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
の
は
東
郷
氏
「
平
安
時
代
の
重
複
形
容
詞
索
引
」
を
、
＊
＊
印
を
付
し
た
も

の
は
同
氏
「
平
安
時
代
に
お
げ
る
重
複
型
語
幹
の
彫
容
詞
に
っ
い
て
　
　
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

系
文
学
作
品
の
用
例
を
中
心
に
　
　
」
を
、
＊
＊
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
同
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

前
掲
「
資
料
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

○
ｏ
サ
ガ
く
シ
一
西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
一
チ
カ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
シ
一
落
窪
物
語
一
サ
・
シ
一
栄
花
物
語
一
ナ
一
く
シ
一
大
和
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ホ
ホ

　
　
語
・
平
中
物
語
）
　
キ
ラ
・
シ
　
（
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
蘇
悉
地
翔
羅
経
承

　
　
　
　
　
　
　
“
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
保
元
年
点
）
　
シ
ブ
〈
シ
（
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
平
安
後
期
点
）
　
ニ

　
　
ブ
〈
シ
（
狭
衣
物
語
）
　
オ
ム
〈
シ
（
雄
略
紀
四
年
前
田
本
・
同

　
　
図
書
寮
本
一
フ
ル
ぐ
シ
一
枕
草
子
一
オ
一
・
シ
一
持
統
紀
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
北
野
本
一
ト
モ
〈
シ
一
新
撰
字
鏡
一
ツ
ヨ
く
ツ
一
梁
塵
秘

　
　
　
　
　
“

　
　
抄
一
ノ
ロ
く
シ
一
夜
の
寝
覚
・
栄
花
物
語
一

　
　
“の
ト
ガ
く
ツ
一
堤
中
納
言
物
語
一
ワ
ザ
く
シ
一
蜻
蛉
目
記
・
夜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
寝
覚
・
大
鏡
一
サ
マ
ぐ
シ
一
大
鏡
一
チ
カ
ラ
ぐ
シ
一
落
窪
物

　
　
語
一
ヨ
ソ
〈
シ
一
余
所
々
々
一
一
狭
衣
物
語
一
ホ
ド
く
シ
一
古

　
　
今
六
帖
・
拾
遺
九
二
二
）

　
ゆ
ワ
イ
〈
シ
（
石
山
寺
蔵
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
・
推
古
紀
升
四
年
岩

　
　
崎
本
）
　
ワ
キ
〈
シ
（
東
大
寺
諏
謂
文
稿
）
　
モ
ヂ
〈
シ
（
天
理
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
書
館
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
一
オ
イ
く
シ
一
字
津
保
物
語
・
栄
花
物

　
　
　
　
　
ホ

　
　
語
）
　
ア
リ
〈
シ
（
宇
津
保
物
語
）
　
ツ
ギ
テ
〈
シ
（
東
大
寺
諏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
謂
文
稿
一
カ
一
く
シ
一
推
古
紀
世
年
岩
崎
本
一
サ
メ
ぐ
シ

　
　
（
夜
の
寝
覚
）

右
の
う
ち
、
ｇ
サ
マ
ぐ
シ
は
、

　
伊
周

　
帥
殿
の
御
こ
上
ろ
も
ち
ゐ
の
さ
ま
人
＼
し
く
お
は
し
ま
さ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

の
よ
う
な
例
で
、
右
に
は
と
り
あ
え
ず
サ
マ
人
＼
シ
と
し
て
挙
げ
た
が
、
目
本

古
奥
文
学
大
系
一
大
鏡
一
の
頭
注
に
「
一
さ
か
く
し
く
一
の
誤
り
か
一
と
あ

る
よ
う
に
、
異
奮
従
っ
て
０
Ｄ
サ
ヵ
く
シ
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
も
の
か
も
し

れ
汰
い
。

ま
た
、
ゆ
の
モ
ヂ
く
ツ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
毛
チ
シ

　
　
為
性
剛
彊
猛
戻

の
よ
う
な
例
で
、
『
目
本
国
語
大
辞
典
』
は
モ
チ
〈
シ
と
し
て
挙
げ
「
た
げ

だ
げ
し
く
道
理
に
そ
む
い
て
い
る
」
意
と
す
る
。
こ
の
「
た
げ
だ
げ
し
く
」
と

あ
る
の
は
「
猛
」
に
っ
い
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
訓
は
「
戻
」
に
っ
い

て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
結
局
「
道
理
に
そ
む
い
て
い
る
」
意
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
中
田
教
授
国
語
学
ゼ
、
・
・
ナ
ー
ル
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

編
『
金
剛
波
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
』
は
、
こ
の
例
を
「
孤
例
」
と
し
「
意

味
未
詳
。
そ
の
神
の
性
格
が
酷
で
ね
じ
け
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
。
」

（
こ
の
項
、
犬
飼
隆
氏
担
当
）
と
し
て
い
る
。
「
戻
」
と
い
う
用
字
と
、
恐
ら
く

は
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
「
道
理
に
そ
む
い
て
い
る
」
な

い
し
「
ね
じ
げ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
別
稿
「
モ
ド
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

カ
ス
考
　
　
モ
ド
ル
と
マ
ダ
ラ
と
の
間
　
　
」
に
述
べ
た
モ
ド
ル
（
恨
）
の
語

群
と
と
乏
と
ら
え
ら
れ
、
モ
チ
〈
シ
よ
り
喜
し
ろ
モ
ヂ
く
シ
と
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
別
稿
に
言
う
モ
ド
ル
（
恨
）
の
語
群
と
は
、
モ
ド
ル
（
恨
）

・
モ
ド
ル
（
戻
）
・
モ
ヂ
ル
（
擾
）
・
モ
ヂ
・
モ
ド
ク
・
モ
ド
カ
シ
．
モ
ド
ラ
カ
ス



（
繰
）
・
モ
ド
ロ
カ
ス
（
候
）
を
言
う
が
、
モ
ヂ
〈
シ
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
際
、
重
複
素
モ
ヂ
は
、
四
段
活
用
も
し
く
は
上
二
段
活
用
モ

ヅ
を
想
定
し
、
そ
の
連
用
彩
と
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
別
稿
に
挙
げ
た
モ
ヂ
の

諸
例
も
、
同
様
に
そ
の
連
用
形
な
い
し
居
体
言
と
見
ら
れ
よ
う
。

　
な
お
、
以
下
、
こ
れ
ら
参
考
と
し
て
挙
げ
た
も
の
に
っ
い
て
は
括
弧
を
付
し

て
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
の
例
に
っ
い
て
見
る
と
、
全
体
と
し
て
例
が
相
当
あ
り
、
ｏ
ｏ
形
状
言
の

重
複
の
も
の
が
最
も
多
く
、
以
下
、
の
名
詞
の
重
複
、
側
動
詞
（
連
用
形
）
の

重
複
、
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
、
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
に
つ
い
て
は

後
に
述
べ
る
。

　
重
複
索
の
末
音
節
に
つ
い
て
は
、
ｏ
ｏ
移
状
言
の
重
複
の
も
の
は
基
本
的
に
ア

・
ウ
・
オ
列
の
も
の
で
あ
る
が
イ
・
二
列
の
も
の
も
い
く
ら
か
あ
り
、
の
名
詞

の
重
複
の
も
の
は
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
が
や
や
多
い
が
イ
・
エ
列
の
も
の
も

多
く
、
ゆ
動
詞
（
連
用
形
）
の
重
複
の
も
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
イ
・
ヱ
列

の
も
の
ぱ
か
り
で
あ
る
。

　
重
複
素
の
音
節
数
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
二
音
節
の
も
の
が
多
い
。
重
複
素

が
二
音
節
で
縮
重
複
の
も
の
に
○
ｏ
イ
ツ
・
シ
・
（
オ
コ
・
シ
）
・
オ
ホ
・
シ
、
↑
り

イ
ト
ぐ
シ
、
同
じ
く
一
部
重
複
の
も
の
に
ｏ
ｏ
（
キ
ラ
・
シ
）
が
あ
る
。
他
に
、

一
音
節
の
も
の
と
し
て
○
Ｄ
（
サ
・
シ
）
・
ワ
・
シ
・
ユ
・
シ
・
コ
ぐ
シ
、
の
コ

・
シ
・
ヲ
・
シ
・
メ
・
シ
、
三
音
節
の
も
の
と
し
て
ｏ
ｏ
オ
ド
ロ
く
シ
、
の
オ

　
　
　
　
　
重
複
彩
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

ト
ナ
〈
了
一
チ
カ
ラ
ぐ
シ
一
・
ナ
サ
ケ
く
ツ
、
２
ツ
ギ
テ
〈
ツ
一
、

さ
ら
に
四
音
節
の
も
の
と
し
て
の
オ
ホ
ヤ
ヶ
く
シ
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
縮
重
複
の
イ
ト
、
・
シ
に
っ
い
て
；
冒
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
に
も

ふ
れ
た
よ
う
に
、
縮
重
複
・
一
部
重
複
は
基
本
的
に
移
状
言
の
重
複
に
見
ら
れ

る
。
副
詞
の
重
複
の
イ
ト
、
・
・
イ
ト
。
・
シ
は
そ
の
点
で
や
や
問
題
に
な
る
か
と

思
わ
れ
る
。
実
は
、
前
稿
嘗
に
お
い
て
は
、
イ
ト
ぐ
の
重
複
素
イ
ト
を
、
イ
ヨ

・
の
重
複
素
イ
ヨ
の
交
替
形
イ
ヤ
、
お
よ
び
ウ
タ
・
の
重
複
素
ウ
タ
と
と
も
に
、

副
詞
な
い
し
副
詞
的
接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
し
っ
っ
、
イ
ト
ぐ
な
ら
び

に
イ
ヨ
・
・
ウ
タ
・
を
彬
状
言
の
重
複
と
し
て
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
副
詞
的

接
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
イ
ヤ
・
ウ
タ
を
形
状
言
と
す
る
の
は
よ
い
と
し
て
、

副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
イ
ト
に
つ
い
て
は
今
少
し
説
明
が
不
足
し
て
い
た
よ

う
に
ー
思
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ト
の
交
替
形
イ
タ
は
形
容
詞
イ
タ
ッ
の
語
幹
で
あ

る
よ
う
に
彩
状
言
と
し
て
あ
り
、
副
詞
イ
ト
も
本
来
的
に
は
形
状
言
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
ふ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
イ
ト
、
・
・
イ
ト
、
・
シ
は
、

副
詞
の
重
複
で
は
あ
る
が
、
本
来
的
に
は
彩
状
言
の
重
複
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
縮
重
複
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
、
こ
の
節
で
は
重
複
形
容
詞
に
つ
い
て
改
め
て
概
観
し
た
。

さ
て
、

四

こ
こ
で
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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い
が
、
ま
ず
、
後
に
述
べ
る
と
し
た
副
詞
の
重
複
に
っ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し

た
い
。

　
重
複
彩
容
詞
に
は
、
重
複
移
容
動
詞
と
異
な
っ
て
、
↑
Ｄ
副
詞
の
重
複
の
も
の

が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
イ
ト
、
・
シ
・
ウ
ベ
く
シ
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

や
や
時
代
を
下
る
と
そ
の
他
に
ゲ
一
く
シ
一
宇
治
拾
遺
物
語
一
の
よ
差
例

も
あ
る
。

　
前
稿
Ｈ
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
副
詞
の
重
複
は
、
重
複
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

調
す
る
働
き
を
な
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
従
っ
て
重
複
し
た
い
単
独
の
も
の
で

も
文
の
意
味
は
基
本
的
に
充
足
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
語
と

語
が
複
合
し
て
新
た
に
一
っ
の
語
を
構
成
す
る
も
の
と
共
に
扱
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
二
っ
の
も
の
の
並
列
と
認
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て

い
る
。
Ｌ
か
し
な
が
ら
、
重
複
す
る
だ
げ
で
た
く
さ
ら
に
シ
を
伴
っ
て
彩
容
詞

を
構
成
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
は
二
っ
の
も
の
の
並
列
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
副
詞
の
重
複
の
重
複
移
容
詞
に
お
い
て
、

重
複
素
で
あ
る
副
詞
は
重
複
さ
れ
て
強
調
さ
れ
、
か
つ
、
シ
を
伴
い
シ
ク
活
用

捗
容
詞
を
構
成
す
る
と
と
も
に
意
味
を
内
面
化
し
て
情
意
的
意
味
を
表
わ
す
よ

う
に
た
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
重
複
彩
容
詞
に
副
詞
の
重
複
の
も
の
が
あ
る
の
は

一
応
う
な
ず
げ
る
と
思
わ
れ
る
。
げ
れ
ど
も
、
二
っ
の
も
の
の
並
列
に
と
ど
ま

ら
な
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
狂
い
の
は
、
重
複
す
る
だ
げ
で
な
く
さ
ら
に
ナ
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リ
を
伴
っ
て
彩
容
動
詞
を
構
成
す
る
重
複
捗
容
動
詞
に
つ
い
て
も
同
様
に
言
い

得
る
こ
と
で
あ
り
、
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
の
も
の
が
重
複
形
容
動
詞
に
見
ら
れ
な
い

こ
と
が
改
め
て
問
わ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

　
さ
て
、
前
稿
Ｈ
に
も
見
た
よ
う
に
、
重
複
形
容
詞
は
シ
ク
活
用
で
あ
り
、
ク

活
用
捗
容
詞
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
の
に
対
し
て
、
シ
ク
活
用
彩
容
詞
は
情

意
的
意
味
を
表
わ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
重
複
捗
容
動
詞
は
情

態
的
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
重
複
し
て
二
を
伴
う
情
態
副
詞
と
の
関
係

か
ら
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
重
複
移
容
詞
は
情
意
的

意
味
を
表
わ
し
、
重
複
彩
容
動
詞
は
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
と
い
う
差
違
が
両

者
の
問
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
イ
ト
、
・
シ
・
ウ
ベ
〈
シ
お
よ
び
や
や
時
代
の
下
る
ゲ
ニ
〈
シ

に
お
い
て
、
そ
の
重
複
素
に
つ
い
て
見
る
と
、
イ
ト
は
程
度
副
詞
、
ウ
ベ
お
よ

び
ゲ
ニ
は
陳
述
副
詞
に
用
い
ら
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
程
度
副
詞
や
陳
述
副
詞
の
重
複
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
副
詞
の
重
複
は
強
調
を
表
わ
す
が
、
強

調
さ
れ
た
程
度
副
詞
や
陳
述
副
詞
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
こ
と
は
極
め
て
あ

り
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
情
態
副
詞
の
重
複
で
あ
れ
ぱ
、
強

調
さ
れ
た
情
態
副
詞
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
て
よ
く
、

さ
ら
に
ナ
リ
を
伴
っ
て
重
複
彩
容
動
詞
を
構
成
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ

う
が
、
程
度
副
詞
・
陳
述
副
詞
の
重
複
は
ナ
リ
を
伴
っ
て
重
複
彩
容
動
詞
を
構



成
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
尤
も
、
こ
の
こ
と
は
程
度
副
詞
や
陳
述
副
詞
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
よ
う

に
な
る
こ
と
湊
い
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
に
、
ウ
ベ
く
シ
の
重
複
素

ウ
ベ
は
ナ
リ
を
伴
っ
て
ウ
ベ
ナ
リ
「
諾
此
云
宇
毎
那
利
」
（
神
武
前
紀
）
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
程
度
副
詞
や
陳
述
副
詞
が
重
複
さ
れ
て
強
調
さ
れ
た

も
の
が
情
態
的
意
味
を
表
わ
す
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
、
重
複
彬
容
動
詞
は
程
度
副
詞
や
陳
述
副
詞
を
重
複
素
と
す
る
こ
と

が
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
重
複
彩
容
詞
は
そ
れ
ら
を
も
重
複
素
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
重
複
形
容
詞
が
情
意
的
意
味
を
表

わ
す
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
形
容
詞
の
構
成
力
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
前
稿
陶

に
お
い
て
、
重
複
彩
容
詞
は
、
前
稿
ｏ
に
見
た
重
複
動
詞
に
比
べ
て
多
彩
な
も

の
を
重
複
素
と
な
し
得
る
こ
と
に
っ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
重
複
彩
容

動
詞
と
比
べ
て
杢
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
重
複
彩
容
詞
と
重
複
形
容
動

詞
と
の
比
較
を
続
げ
る
。

　
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
全
体
と
し
て
前
者

　
　
　
　
◎

８
６
（
２
７
）
例
、
後
者
２
１
（
４
）
例
（
括
弧
の
中
は
参
考
と
し
て
挙
げ
た
例
、
以

下
同
様
）
と
、
前
者
の
方
が
相
当
多
い
。
重
複
素
別
に
分
類
し
た
場
合
に
、
先

に
見
た
よ
う
に
、
↑
Ｏ
副
詞
の
重
複
の
も
の
は
前
者
に
２
例
あ
る
が
後
者
に
は
な

い
。
そ
の
↑
り
副
詞
の
重
複
を
別
に
し
て
、
前
者
で
は
、
○
Ｄ
形
状
言
の
重
複
の
も

　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
４
７
（
１
３
）
例
、
の
名
詞
の
重
復
の
も
の
２
７
（
６
）
例
、
ゆ
動
詞
（
連
用
移
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
重
複
の
も
の
１
０
（
８
）
例
、
後
者
で
は
、
○
Ｏ
形
状
言
の
重
複
の
も
の
９
（
１
）

例
、
似
名
詞
の
重
複
の
も
の
６
（
２
）
例
、
Ｃ
幻
動
詞
（
連
用
彩
）
の
重
複
の
も

の
６
（
１
）
例
と
、
Ｏ
Ｏ
彩
状
言
の
重
複
の
も
の
が
最
も
多
く
、
以
下
、
の
名
詞

の
重
複
、
ｃ
幻
動
詞
（
連
用
形
）
の
重
複
、
の
順
で
あ
る
点
は
、
前
者
も
後
者
も

共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
↑
Ｏ
副
詞
の
重
複
を
、
後
者
Ｏ
例
と
し
て
こ
れ
に

加
え
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
重
複
素
の
末
音
節
に
っ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
表
１
の
よ
う
で
あ
る
。
ａ

ｕ
０
と
あ
る
の
は
重
複
素
の
末
音
節
が
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
を
、
ｉ
ｅ
と
あ

る
の
は
同
じ
く
イ
・
工
列
の
も
の
を
示
す
。
そ
れ
ぞ
れ
例
を
一
つ
挙
げ
る
。
数

字
は
例
の
数
で
あ
る
。

表
　
　
１

‘重
複
捗
容
詞

－重
複
彩
容
動
詞

…
形
状
言
の
重
複

＠

ａ
ｕ
０

ナ
ガ
く
シ

４
１
（
１
３
）

カ
マ
く
ナ
リ

８
（
１
）

＠

・
１
ｅ

ウ
ヒ
く
シ

６

シ
、
・
ニ
ア
リ

１

似
名
詞
の
重
複

ゆ

ａ
ｕ
０

ヲ
サ
く
シ

１
７
（
６
）

カ
ズ
く
ナ
リ

６
（
２
）

・
１
ｅ

ユ
ヱ
く
シ

０
１

側
動
詞
（
連
用
彩
）

ゆ

・
１
ｅ

ス
キ
六
＼
シ

１
０
（
８
）

ナ
ミ
く
ナ
リ

の
重
複

６
（
１
）

削
副
詞
の
重
複

ａ
ｕ
Ｏ

イ
ト
ぐ
シ

１

・
１
ｅ

ウ
ベ
く
シ

１

四
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↑
ｏ
副
詞
の
重
複
の
も
の
が
後
者
に
な
い
他
に
、
似
名
詞
の
重
複
の
イ
・
工
列

の
も
の
が
後
者
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
偶
然
で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
が
、
前
者
に
お
い
て
も
後
者
に
お
い
て
も

全
体
と
し
て
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
が
多
く
、
特
に
前
者
の
の
名
詞
の
重
複
の

も
の
に
お
い
て
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
の
方
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
後

者
の
の
名
詞
の
重
複
の
も
の
に
イ
・
エ
列
の
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
例
は
少
な

い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
重
複
素
の
音
節
数
に
っ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
表
２
の
よ
う
で
あ
る
。
回

～
回
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
重
複
素
が
一
～
四
音
節
の
も
の
を
示
し
、
重
複
素

が
二
音
節
で
縮
重
複
な
い
し
一
都
重
複
の
も
の
は
こ
れ
と
は
別
に
△
で
示
す
。

そ
れ
ぞ
れ
例
を
一
っ
挙
げ
る
が
、
△
で
縮
重
複
と
一
部
重
複
と
の
両
方
の
例
の

あ
る
も
の
は
一
っ
ず
っ
挙
げ
る
。
数
字
は
例
の
数
で
あ
る
。

表
　
２

重
複
移
容
詞

重
複
形
容
動
詞

…
彩
状
言
の
重
複

囚

ユ
・
シ
　
　
　
３
（
１
）

シ
“
ニ
ア
リ
　
　
　
２

△

イ
ツ
・
シ
・
（
キ

ウ
ツ
・
ナ
リ
　
　
　
２

ラ
・
シ
）
　
　
２
（
２
）
ゆ

回

ナ
ガ
く
シ
　
　
４
１
（
１
０
）

カ
マ
く
ナ
リ
　
　
５
（
１
）

固

オ
ド
ロ
く
シ
　
ー

四
名
詞
の
重
複

回

ヲ
・
シ
　
　
　
　
３

ゆ

回

ヲ
サ
く
シ
　
　
２
１
（
５
）

カ
ズ
く
ナ
リ
　
　
５
（
２
）

四
八

固

オ
ト
ナ
く
シ
２
（
１
）

コ
コ
ロ
〈
＼
ナ
リ
ー

囚

オ
ホ
ヤ
ケ
く
シ
ー

ゆ

側
動
詞
（
連
用
彩
）

固

ス
キ
人
＼
シ
　
ー
０
（
７
）

ナ
ミ
く
ナ
リ
　
５
（
１
）

の
重
複

固

（
ツ
ギ
テ
く
シ
）
（
１
）

シ
ノ
ピ
く
ニ
ア
リ
ー

削
副
詞
の
重
複

△

イ
ト
、
・
シ
　
　
ー

回

ウ
ベ
く
シ
　
ー

　
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
の
も
の
が
後
者
に
な
い
他
に
、
ｏ
ｏ
彩
状
言
の
重
複
の
三
音
節

の
も
の
、
の
名
詞
の
重
複
の
一
・
四
音
節
の
も
の
が
後
者
に
は
見
ら
れ
た
い
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
前
者
の
例
の
方
が
相
当
多
か
っ
た
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
は
、
前
者
に
あ
っ
て
後
者
に
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
あ
る
程
度
当

然
で
あ
ろ
う
。
先
に
見
た
↑
ｏ
副
詞
の
重
複
の
も
の
や
、
重
複
素
の
末
音
節
に
つ

い
て
見
た
場
合
の
の
名
詞
の
重
複
の
イ
・
エ
列
の
も
の
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は

そ
の
例
に
た
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
前
者
す
た
わ
ち
重

複
彩
容
詞
の
方
が
後
者
す
た
わ
ち
重
複
形
容
動
詞
よ
り
も
多
彩
な
も
の
を
重
複

素
と
た
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
副
詞
の
重
複
の
も
の
に
つ
い
て

考
え
た
際
に
も
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
が
、
そ
の
他
の
点
か
ら
も
や
は
り
そ
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
右
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞
と
は
か
た

り
の
重
な
り
を
見
せ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
た
い
が
、
実
は
必
ず

し
も
そ
う
で
は
た
い
。
以
下
、
そ
の
こ
と
に
っ
い
て
補
足
的
に
述
べ
て
お
き
た



い
。

　
重
複
形
容
詞
を
前
稿
域
と
同
様
に
Ｘ
北
シ
と
表
わ
し
、
ナ
リ
活
用
の
重
複
彩

容
動
詞
を
ニ
ァ
リ
が
縮
約
し
て
い
な
い
も
の
を
含
め
て
Ｘ
北
ナ
リ
と
表
わ
す
こ

と
に
し
て
、
Ｘ
北
シ
ー
ｘ
北
ナ
リ
の
対
応
を
持
つ
も
の
は
、
い
Ｏ
い
の
範
囲
で

は
　
　
ｏ
ｏ
摸
言
の
重
複
カ
マ
く
干
カ
マ
く
ナ
リ
オ
ホ
・
シ
ー
オ
ホ

　
　
　
・
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
薯
詞
の
重
複
ソ
バ
く
シ
↓
バ
く
ナ
リ

の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
範
囲
を
広
げ
て
先
に
参
考
と
し
て
挙
げ
た
例
を
含
め

て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
○
Ｄ
（
シ
ブ
く
シ
一
ー
シ
ブ
く
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
〇
一
サ
一
ぐ
シ
一
ー
サ
一
ぐ
ナ
リ
一
ヨ
ソ
〈
ツ
一
余
所
々
々
一
一

　
　
　
上
ヨ
ソ
く
ナ
リ
一
同
一
一

が
拾
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
先
に
ふ
れ
た
よ
忌
一
サ
一
ぐ
ツ
一
の

例
に
は
疑
問
も
あ
り
、
そ
れ
を
含
む
対
応
は
削
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
と

し
て
あ
る
。

　
ゆ
動
詞
（
連
用
移
）
の
重
複
に
Ｘ
久
シ
ー
Ｘ
五
ナ
リ
の
対
応
を
持
つ
も
の
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
が
少
し
注
意
さ
れ
る
が
、
ゆ
動
詞
（
違
用
形
）
の
重
複
は
、

重
複
形
容
詞
に
お
い
て
も
重
複
彬
容
動
詞
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
例
の
多
い
も

の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
対
応
を
持
つ
例
が
見
ら
れ
な
い
の
か
と
も
思

　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

わ
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
Ｘ
劣
シ
ー
Ｘ
尤
ナ
リ
の
対
応
を
持
つ
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

つ
ま
り
、
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞
と
は
、
と
も
に
形
状
言
・
名
詞
・
動

詞
（
連
用
形
）
な
ど
を
重
複
素
と
し
っ
っ
も
、
前
者
の
重
複
素
と
後
者
の
そ
れ

と
は
基
本
的
に
互
い
に
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
重

複
彬
容
詞
の
重
複
素
と
重
複
形
容
動
詞
の
そ
れ
と
は
相
補
的
で
あ
る
と
言
っ
て

も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
複
素
が
言
わ
ぱ
相
補
的
で
あ
る
こ
と
に
っ
い
て
、
例
え

ぱ
こ
れ
を
重
複
移
容
詞
が
情
意
的
意
味
を
表
わ
し
重
複
彩
容
動
詞
が
情
態
的
意

味
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
説
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、

重
複
し
て
二
も
し
く
は
ト
を
伴
っ
た
情
態
副
詞
と
重
複
彩
容
詞
と
が
重
複
素
を

共
通
に
す
る
も
の
は
い
く
ら
も
あ
り
、
重
複
彩
容
詞
の
重
複
素
の
重
複
が
情
態

的
意
味
を
表
わ
さ
な
い
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
前
稿
Ｈ
に
見
た
よ
う
に
、
重

複
形
容
詞
が
情
意
的
意
味
を
表
わ
す
の
は
シ
を
伴
っ
て
ツ
ク
活
用
形
容
詞
を
構

成
す
る
点
に
ポ
ィ
ソ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
重

複
形
容
詞
の
重
複
素
の
重
複
は
、
重
複
彩
容
動
詞
の
重
複
素
の
重
複
と
同
様
に
、

情
態
的
意
味
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
複
素

が
基
本
的
に
互
い
に
異
な
る
こ
と
を
こ
の
点
か
ら
説
く
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

　
重
複
形
容
詞
の
重
複
素
と
重
複
形
容
動
詞
の
そ
れ
と
が
言
わ
ぱ
相
補
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
一
般
的
に
形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
の
関
係
に
お
い
て
言

え
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
彩
容
詞
と
彩
容
動
詞
と
が
語
基
を
共
通
に
す
る
も

の
は

　
　
オ
ロ
カ
シ
（
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
）
ー
オ
ロ
カ
ナ
リ
（
新
撰
字
鏡
）

　
　
ア
ラ
タ
シ
（
琴
歌
譜
）
ー
ア
ラ
タ
ナ
リ
（
源
氏
物
語
・
鈴
虫
）
　
ス
ク
ナ

　
　
シ
（
萬
三
七
四
七
）
－
ス
ク
ナ
ナ
リ
（
源
氏
物
語
・
乙
女
）
　
ケ
シ
（
萬

　
　
三
七
七
五
）
ー
ケ
ナ
リ
（
推
古
紀
三
年
岩
崎
本
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
上
代
・
中
古
の
範
囲
に
お
い
て
は
多
く
な

　
　
　
　
　
ゆ

い
と
思
わ
れ
る
。
上
代
・
中
古
に
お
い
て
、
移
容
詞
の
語
基
と
彩
容
動
詞
の
そ

れ
と
は
基
本
的
に
互
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
重
複
彬
容
詞
と
重
複
彩
容
動

詞
と
に
お
い
て
も
そ
れ
に
包
摂
さ
れ
て
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
重
複
素
は
基
本
的

に
互
い
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注
¢
　
　
　
ゆ
　
＠
　
　
　
＠
　
¢

　
＠

　
「
萬
葉
」
８
６
（
お
虐
・
昌
）

　
「
親
和
国
文
」
１
０
（
岩
ぎ
・
Ｎ
）

『
論
集
目
本
文
学
・
目
本
語
』
１
上
代
（
お
べ
。
。
・
。
。
角
川
書
店
）

　
「
同
志
杜
国
文
学
」
１
９
（
岩
ｏ
．
Ｈ
・
Ｈ
◎
）

　
「
帝
塚
山
学
院
大
学
目
本
文
学
研
究
」
１
５
（
お
ｏ
。
苧
Ｎ
　
予
定
）

　
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
５
（
お
。
◎
苧
ｍ
和
泉
書
院
　
予
定
）

　
山
口
佳
紀
氏
「
タ
リ
型
形
容
動
詞
の
成
立
」
（
「
国
語
国
文
」
５
０
１
１
２
　
岩
ｏ
．
Ｈ
・
嵩
）

参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

他
に
、
こ
れ
ら
和
語
の
も
の
に
対
し
て
、
漢
語
の
も
の
と
し
て
キ
ャ
ウ
く
ナ
リ

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
稿
四
に
Ｇ
○
の
範
囲
か
ら
挙
げ
た
重
複
形
容
詞
の
う
ち
、
倒
ヲ

サ
く
シ
、
９
キ
く
シ
、
側
ク
ダ
く
シ
・
オ
コ
・
シ
は
、
い
の
範
囲
か
ら
洩

れ
る
こ
と
に
雲
一
ヲ
サ
く
シ
・
ク
ダ
く
シ
は
潟
の
範
囲
の
み
か
ら
挙
げ
ら

　
れ
る
）
。
そ
の
他
に
前
稿
＠
と
相
異
す
る
箇
所
は
本
稿
で
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

＠
他
に
、
こ
れ
ら
和
語
の
も
の
に
対
し
て
、
漢
語
の
も
の
と
し
て
ラ
ウ
く
ジ
・
ゲ
ス

　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

シ
・
一
チ
ぐ
シ
・
ビ
・
シ
・
ザ
一
く
シ
が
あ
る
。

　
　
日

◎
　
ケ
・
シ
は
、
前
稿
回
に
述
べ
た
よ
う
に
、
重
複
形
容
詞
か
ら
除
外
さ
れ
る
か
、
も

　
し
く
は
、
漢
語
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、

　
以
上
に
は
挙
げ
た
か
っ
た
。

＠
　
「
犬
阪
薫
英
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
」
１
７
（
Ｈ
竃
～
・
畠
）

＠
　
「
国
語
学
」
ｍ
（
お
ｏ
◎
Ｎ
・
り
）

＠
他
に
、
こ
れ
ら
和
語
の
も
の
に
対
し
て
、
漢
語
の
も
の
と
し
て
リ
ャ
ウ
く
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

一
宇
藻
物
語
・
枕
草
子
一
・
一
ウ
く
シ
一
堤
中
納
言
物
語
一
・
ゲ
ソ
く
シ
一
一
枕
草

　
子
一
一
が
あ
る
。

＠
　
（
岩
畠
・
蜆
）

＠
　
「
親
和
国
文
」
１
６
（
冨
。
。
Ｈ
・
嵩
）

＠
ｍ
ス
ガ
く
シ
・
ソ
ガ
く
シ
、
サ
ウ
ぐ
シ
・
サ
ク
く
シ
、
タ
ヅ
く
シ
・

タ
ド
く
シ
、
カ
ル
ぐ
シ
・
カ
ロ
ぐ
シ
、
タ
イ
ぐ
シ
・
タ
ギ
く
シ
、
９

ヤ
く
シ
・
ヰ
ヤ
く
シ
、
倒
一
ワ
イ
く
シ
一
・
一
ワ
キ
く
シ
一
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

に
数
え
、
ま
た
、
ｍ
オ
モ
く
シ
・
一
オ
ム
く
シ
一
を
一
つ
に
数
え
て
い
紹
の
範

囲
に
入
れ
る
奮
ば
、
８
。
一
蛎
一
例
差
る
。
釜
、
便
宜
上
、
ｍ
キ
ラ
く
シ
・

　
（
キ
ラ
・
シ
）
を
一
つ
に
は
数
え
た
か
っ
た
。

＠
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
た
ら
ぱ
、
４
２
（
１
２
）
例
と
な
る
。

＠
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ぱ
、
２
６
（
６
）
例
と
な
る
。

ゆ
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ば
、
１
０
（
７
）
例
と
た
る
。

ゆ
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ぱ
、
３
７
（
１
２
）
例
と
な
る
。



＠
注
◎
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ば
、
５
例
と
な
る
。

＠
注
◎
と
同
様
に
数
え
る
た
ら
ば
、
１
６
（
６
）
例
と
な
る
。

ゆ
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ば
、
１
０
（
７
）
例
と
な
る
。

＠
注
◎
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ば
、
３
６
（
９
）
例
と
な
る
。

＠
　
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ば
、
２
０
（
５
）
例
と
な
る
。

ゆ
　
注
＠
と
同
様
に
数
え
る
な
ら
ぱ
、
１
０
（
６
）
例
と
な
る
。

＠
　
形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
が
語
基
を
共
通
に
す
る
も
の
が
、
下
っ
て
抄
物
な
ど
に
見

　
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
田
忠
雄
氏
「
形
容
詞
ス
ル
ド
シ
の
成
立
」
（
「
目
本
大

　
学
文
学
部
研
究
年
報
」
４
　
畠
亭
。
。
）
、
柳
田
征
司
氏
一
．
抄
物
の
語
彙
」
（
『
講
座
目
本

　
語
の
語
彙
』
４
中
世
の
語
彙
　
Ｈ
ｏ
ｃ
．
Ｈ
・
Ｈ
Ｈ
明
治
書
院
）
な
ど
参
照
。
別
稿
「
ケ
シ
・

　
カ
シ
イ
・
カ
イ
」
（
『
同
志
杜
国
語
学
論
集
』
　
畠
ｃ
。
。
。
・
岬
　
和
泉
書
院
）
に
も
ふ
れ
た
と

　
こ
ろ
が
あ
る
。

（
付
記
）
詳
細
に
つ
い
て
繰
り
返
す
こ
と
は
避
け
る
が
、
前
稿
陶
に
お
い
て
、
重
複
彬

　
容
詞
の
構
成
に
つ
い
て
、
単
独
彩
容
詞
（
Ｘ
シ
）
の
例
が
見
ら
れ
る
倒
旧
の
も
の
で
、

　
Ｘ
ツ
が
ク
活
用
の
も
の
に
つ
い
て
は

ｘ
／
↓
ｘ
ヱ

↑
、
り
”
■
↑

ｘ
ツ
↓
ｘ
エ
シ

の
よ
う
に
、
Ｘ
シ
が
シ
ク
活
用
の
も
の
に
つ
い
て
は

Ｘ
ｌ
↓
Ｘ
工

、
、
“
↑

　
　
　
ｘ
ヱ
シ

　
　
Ｘ
、

　
●
　
■
　
■ｘ
シ
（
シ
ク
活
用
）

の
よ
う
に
図
示
し
た
（
点
線
で
示
し
た
も
の
は
…

あ
る
こ
と
を
示
す
）
。

重
複
彩
容
詞
と
重
複
彩
容
動
詞

吾
も
…
告
も
現
象
上
の
も
の
で

　
こ
れ
に
対
し
て
、
東
郷
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
単
独
形
容
詞
が
シ
ク
活
用
の

も
の
に
つ
い
て
、
ヲ
サ
く
シ
は
と
も
か
く
、
オ
ト
ナ
く
ツ
・
モ
ノ
く
シ
・
オ

ホ
ヤ
ケ
く
シ
に
つ
い
て
は
、
オ
ト
ナ
く
・
モ
ノ
く
・
オ
ホ
ヤ
ケ
く
の
例
が

「
全
く
見
ら
れ
な
い
」
で
、
オ
ト
ナ
シ
・
モ
ノ
ッ
・
オ
ホ
ヤ
ヶ
シ
の
例
は
「
決
し
て

珍
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い
」
の
で
、

　
　
顕
在
化
し
て
い
な
い
オ
ト
ナ
ォ
ト
ナ
な
ど
を
想
定
し
て
、
例
え
ば
、
オ
ト
ナ
↓

　
　
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
↓
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
と
考
え
る
よ
り
は
、
オ
ト
ナ
↓
オ
ト
ナ
シ

　
　
↓
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
と
見
る
方
が
、
妥
当
性
が
大
き
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
批
判
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
シ
…
・
↓
Ｘ
北
シ
の
経
路
は
あ
く
ま
で
現
象
上
の
も
の
で
あ

っ
て
、
Ｘ
シ
を
重
複
し
て
シ
を
伴
い
重
複
形
容
詞
を
構
成
し
た
も
の
（
Ｘ
シ
尤
シ
シ
）

が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
重
複
素
と
な
る
の
は
、
Ｘ
シ
で
は
な
く
Ｘ
シ
の
語
基
（
Ｘ
シ
が

ク
活
用
の
も
の
に
お
い
て
は
語
幹
で
も
あ
る
）
Ｘ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｘ
シ
の
語
基
Ｘ

を
重
複
し
て
シ
を
伴
い
重
複
彩
容
詞
Ｘ
火
ツ
を
構
成
す
る
と
い
う
の
は
、
Ｘ
久
が
語

例
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
的
順
序
と
し
て
Ｘ
↓
Ｘ

北
↓
Ｘ
北
ツ
と
と
ら
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
も
し
仮
に
、
Ｘ
五
が
語
例
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
な
い
も
の
は
、
Ｘ
↓
Ｘ
五
↓
Ｘ

北
シ
の
経
路
で
は
な
く
Ｘ
シ
：
…
÷
Ｘ
オ
シ
の
経
路
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
す

る
な
ら
ぼ
、
Ｘ
シ
・
Ｘ
北
の
例
の
と
も
に
見
ら
れ
な
い
刷
の
も
の
は
ど
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
た
の
か
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
而
し
て
、
重
複
彩
容
詞
は
い
ず
れ
も
、
Ｘ
北
が
顕
在
化
し
て
い
る
も
の
も
い
な
い

も
の
も
Ｘ
↓
Ｘ
北
↓
Ｘ
北
シ
の
理
論
的
順
序
を
経
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
を
現
象
上
Ｘ

、
、
、
”
９
Ｘ
北
シ
と
見
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

隻
、
モ
ノ
く
の
例
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
少
異
な
る
も
の
な
が
ら
東
大

寺
調
謂
文
稿
に
あ
る
こ
と
、
前
稿
陶
に
ふ
れ
た
。
無
論
、
こ
れ
が
語
例
と
し
て
顕
在

化
し
て
い
る
か
否
か
が
今
問
題
と
な
る
の
で
は
法
い
。

五
一
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複
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五
二

以
上
の
よ
う
に
、
東
郷
氏
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
稿
輔
は
こ
の
点
に
つ
い

て
修
正
の
必
要
を
認
め
た
い
。
た
だ
、
単
独
彩
容
詞
が
シ
ク
活
用
の
も
の
は
前
稿
的

に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
も
い
く
ら
か
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
っ
て
い
る
。
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